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令和８年度 第１回 デイタイムセミナー

令和８年

日

第１回

顎骨脆弱度は全身および口腔疾患の
増悪の指標となりうる－インプラントを含めて

第2部

《所属学会及び社会における活動》

日本骨粗鬆症学会 （評議員、国際委員会委員、和文誌編集委員会委員、

A-TOP実行委員会委員）

日本歯科放射線学会 （理事、代議員，利益相反委員会委員長、

保険委員会委員長、教育委員会委員、学術委員会委員）

日本脆弱性骨折ネットワーク （評議員、学術委員会委員）

日本画像医学会 （評議員）

日本歯周病学会 （評議員）

日本骨代謝学会 （評議員、2010～2021年顎骨壊死検討委員会委員）

日本口腔外科学会 （2021年～顎骨壊死検討委員会委員）

日本歯科医師会 （2025年～2027年保険適用検討委員会委員）

アジア骨粗鬆症学会連盟 （2015年～2026年日本代表評議員）

国際顎骨壊死タスクフォース （2012年～日本代表） 現在に至る

令和８年度

お問い合わせ
（参加申込は裏面をご確認ください）

TEL:076-221-0162 FAX:076-221-0152

石川県口腔インプラント研究会事務局

■受講料：IIRG・富山・福井県研究会会員・会員所属Co-DentalStaff 無料
非会員歯科医 3,000円 非会員所属Co-DentalStaff 2,000円

ITビジネスプラザ武蔵５階【研修室１】 リモート併催（ZOOM）

金沢市武蔵町14番31号（076-224-6340）

IIRG

講師 田口 明 先生
松本歯科大学歯学部歯科放射線学講座 主任教授



日本では骨粗鬆症による脆弱性骨折が増加しており、骨折はQOLの低下のみならず生命予後にも大き

く影響する重要な健康課題である。我々は1992年より、パノラマX線写真における下顎骨皮質骨の脆弱

化が、骨折発生前の骨粗鬆症患者を発見する有用なスクリーニング指標となることを示すエビデンスを蓄

積してきた。一方、骨粗鬆症は歯周病をはじめとする口腔疾患とも関連しており、顎骨脆弱度の評価は骨

粗鬆症のみならず、口腔疾患の発症・進行や口腔機能の低下を反映する指標となる可能性がある。本講

演では、顎骨脆弱度と骨粗鬆症早期発見との関連に加え、歯周病、根尖性歯周炎、歯の喪失など口腔疾患

との関連について、これまでの研究成果を紹介する。また、国際人工知能（AI）コンセンサスに正式に採択

された、パノラマX線写真を用いたAIによる骨粗鬆症スクリーニングの最新の動向について概説する。さ

らに、骨粗鬆症および骨粗鬆症治療薬（骨吸収抑制薬）が歯科インプラント治療に及ぼす影響について、最

新のエビデンスを交えて述べる。

顎骨脆弱度は全身および
口腔疾患の増悪の指標となりうる－インプラントを含めて

講師 田口 明 先生

フリガナ 非会員歯科医

3,000円

非会員
所属スタッフ

2,000円

申込者氏名

勤務先

ご住所
☐ IIRG会員

☐ 富山・福井県研究会会員

電話番号 （ ） FAX （ ）

メールアドレス ＠

石川県口腔インプラント研究会
富山県口腔インプラント研究会

福井歯科研究会

各会員、所属スタッフ

無料

ITビジネスプラザ武蔵

《アクセス》
JR金沢駅東口より
●徒歩10分
●バス2区間(武蔵ヶ辻󠄀)下車
●タクシー3分

〒920-0855 金沢市武蔵町14番31号
(めいてつエムザ武蔵スタジオ通り下堤町エレベーター5階)

TEL：076-224-6340

5階へ

2026.８.３０（日）

デイタイムセミナー

参加申込書

※ 企業協賛セミナーへの参加を希望される方は、FAXまたは専用フォームにて、お申込みください。

● IIRG 石川県口腔インプラント研究会

FAX 076-221-0152

● 申込専用フォーム

QRコード
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